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論文内容の要旨

本論文はヒアルロン酸の化学修飾による機能化に着目し，ヒアルロン酸側鎖に核酸塩基を導入した誘導体の合成，

およびその特性を利用した応用への展開を目的として行われた研究結果をまとめたもので緒言本文 6 章および総

括より構成されている。

緒言では，本研究の背景，現状について述べ，本研究の意義と目的を明らかにしているO

第一章では，核酸塩基を導入したヒアルロン酸誘導体の合成法のーっとして，ヒアルロン酸のアセトアミド基をア

ミノ基に変換した後，アミド結合およびウレタン結合により核酸塩基誘導体を導入する方法について述べ，得られた

誘導体の性質等を検討した結果を述べている。

第二章では，水溶性の向上を目的としたスルホン化ヒアルロン酸誘導体への核酸塩基の導入法を開発した結果と，

得られた誘導体の'性質について述べているO

第三章では，有機溶媒に対する溶解性を向上させたヒアルロン酸のテトラ -n- ブチルアンモニウム塩への均一反

応による核酸塩基誘導体の導入法について述べている。

第四章では，ヒアルロン酸誘導体の核酸成分の特異的分離膜としての特性について検討した結果と，応用の可能性

を明らかにしたことを述べている。

第五章では，チミン塩基の可逆的光二量化反応性を利用したヒアルロン酸誘導体の光応答性ドラッグデリパリーシ

ステム (DD S) への応用についての可能性を述べている o

第六章では，チミン塩基を導入したヒアルロン酸誘導体がチミン核酸塩基との特異的相互作用に基づく徐放性およ

び光応答性のドラッグリリースシステムへも応用可能であることを示しているo 総括では本研究で得られた結果をま

とめて述べている。

論文審査の結果の要旨

酸性ムコ多糖であるヒアルロン酸は高い親水性を有し，優れた生体適合性を示すため，様々な分野から応用への展

開が待ち望まれているO しかし，ヒアルロン酸の物理的性質を利用した研究がほとんどで，新しい機能発現が期待さ

れる化学修飾についての報告例は現状ではまだ少なし、。ヒアルロン酸の機能化には特異的認識機能，外部刺激応答性
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の付与などが期待され，このような機能を有する化合物との融合化が有効であると考えられる。

一方，核酸塩基は生体内においてその特異的認識能を利用し，高度な機能を発現することが知られており，その機

能を利用した化学修飾については多くの報告がなされている。この高度な機能を有する核酸塩基とヒアルロン酸の複

合化は，ヒアルロン酸の機能化のみならず，糖と核酸の機能を融合した新たな機能材料の創製が期待できるo

本研究は，ヒアルロン酸の化学修飾による機能化に着目し，ヒアルロン酸側鎖に核酸塩基を導入した誘導体の合成，

およびその特性を利用した応用への展開を目的として行われたものである。その結果を要約すると以下の通りである。

(1) ヒアルロン酸への核酸塩基の導入法を確立し，各導入法により得られた誘導体の'性質等について検討した結果，

核酸塩基認識機能を有することを見い出している。

(2) 核酸塩基を導入したヒアノレロン酸誘導体の特性を利用し，核酸成分の分離膜への応用について検討した結果，

特異的分離が可能であることを明らかにしているo

(3) チミン塩基を導入したヒアルロン酸誘導体に着目し，チミン塩基の可逆的光二量化反応性を利用したヒアルロ

ン酸誘導体の光応答性ドラッグデリパリーシステム (DD S) への応用の可能性を見い出しているo

(4) チミン塩基を導入したヒアノレロン酸誘導体の分子認識機能に注目し，チミン塩基の特異的相互作用に基づく徐

放性および光応答性のドラッグリリースシステムについての応用に検討を加え，その可能性を明らかにしているO

以上のように，本論文は，ヒアルロン酸の化学修飾による機能化に、注目し，核酸塩基を導入した誘導体の合成，お

よびその特性を利用した応用について基礎的な知見を与えており，高分子化学ならび、に材料化学の発展に寄与すると

ころが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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